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ヴェネツィアのユダヤ人コミュニティにおける初期幼稚園
―公立幼稚園の設立―
The first Kindergartens in a Jewish Community in Venice
― Establishment of a Public Kindergarten ―
オムリ 慶 子
＊
Abstract
A Jewish settlement in Venice, Italy,was the first ghetto of the world. It has been established from
previous studies that in 1869, Froebelʼs kindergarten was started by a Jewish community primarily in
the Cannaregio district. Among the first kindergartens in Italy were Holy Apostles Kindergarten (Il
Giardino S.S. Apostoli), which was opened in November 1869 by Mrs. Levi, an Italian‒Jewish lady
(Adele Levi della Vida 1822-1910), and Vittorino da Feltre Kindergarten (Il Giardino Vittorino da
Feltre),which was opened in February 1871 byMr. Pick, a Jewish-Bohemian (Adolfo Pick 1829-1894).
Furthermore, the Elena Raffalovich Comparetti Kindergarten, which was opened in October 1874 by
Mrs. Comparetti, a Jewish‒Russian lady, (Elena Raffalovich Comparetti 1842-1918), was Italyʼs first
public kindergarten. In this study, field surveys of these kindergarten locations that had not until
recently been evident were examined on the basis of archival records, followed by an analysis of their
results. Italyʼ s first public kindergarten, the Elena Raffalovich Comparetti Kindergarten, is also
investigated in order to clarify its establishment. Records of discussions between Venice City Hall and
Mrs. Comparetti and Maria Ringler, were examined; these records are preserved in the Municipal
Archives of Venice. In addition, a list of purchases such as garden equipment, fixtures, and gifts were
investigated, followed by a consideration of the social situation in Venice at the time.
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研究の背景と目的
イタリア・ヴェネツィアには、世界で最初にゲッ
トー（ghetto）と呼ばれるようになったユダヤ人居
住地があり、その居住地のあるカンナレージョ地区
（sestiere Cannaregio）を中心に、1869年以降ユダ
ヤ系の人々によってフレーベル幼稚園が活発に導入
されたことが今までの研究で分かってきた
1)
。その
一つがユダヤ系イタリア人レーヴィ（Adele Levi
della Vida 1822-1910）とユダヤ系ボヘミア人ピッ
ク（Adolfo Pick 1829-1894）によるイタリア最初の
聖使徒幼稚園（Il Giardino S.S.Apostoli, 1869年11月
日開園)2)であり、そして前述のピックによる
ヴィットリーノ・ダ・フェルトレ幼稚園（Il
Giardino Vittorino da Feltre, 1871年月12日開園）
である。また、イタリア最初の公立幼稚園
3)
は、ユ
ダヤ系ロシア人であるエーレナ・ラファロヴィッ
チ・コンパレッティ（Elena Raffalovich Comparetti
1842-1918. 以下コンパレッティと略す）とヴェネ
ツィア市（Municipio di Venezia）によって開設さ
れたエーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ
幼稚園（Il Giardino dʼ Infanzia Elena Raffalovich
Comparetti. 1874年10月24日開園。以下コンパレッ
ティ幼稚園と略す）である。
本研究では、今までほとんど明白にされてこな
かったこれらの幼稚園の場所を、古文書の記録をも
とにフィールド調査した結果を紹介する。そして、
イタリア最初の公立幼稚園であるコンパレッティ幼
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稚園に焦点を当て、その設立までの道のりを明らか
にする。方法論は、ヴェネツィア市立古文書館
（Archivio Generale, Comune di Venezia）に保存さ
れているコンパレッティ幼稚園に関する公文書史料
の う ち、1873 年 〜1874 年 の 約 300 枚 の 文 書
（Minicipio di Venezia, VII9-12, Istruzione-Giardino
dʼ Infanzia Elena Raffalovich Comparetti, Sistema
Fröbel, attivazione in Venezia, 1870-1874)
4)
に記さ
れたヴェネツィア市役所とコンパレッティおよび園
長マリア・リングラー（Maria Ringler）との交渉
の記録や、幼稚園整備にかかわる園の環境、備品、
恩物などの購入リストなどを分析する。
先行研究の検討
コンパレッティ関係の先行研究としては、アシェ
ル（Asher Salah）とフィリッピーニ（Nadia Maria
Filippini）の研究がある。アシェルの「オデッサか
らフィレンツェへ：19世紀イタリアにおけるユダヤ
系ロシア人女性、エーレナ・コンパレッティ・ラ
ファロヴィッチ」（From Odessa to Florence: Elena
Comparetti Raffalovich. A Jewish RussianWoman in
Nineteenth-Century Italy, 2015)5)は、ユダヤ人とし
てのコンパレッティがどのような一生を辿ったのか
を、ラファロヴィッチ家の来歴や、コンパレッティ
の人物像を19世紀末の女性解放運動の中でとらえて
いる。ここでは女性解放運動の文脈でコンパレッ
ティが幼稚園設立にかかわったことが述べられてい
るが、教育的な視点では論じられていない。フィ
リッピーニの研究「柔らかい植物のように―幼児の
教育：慈善幼児院、幼稚園、乳児託児所」（<Come
Tenere Pianticelle> L’educazione della prima
infanzia : asili di carità, giardinetti, asili per lattanti,
1999)
6)
は、ヴェネツィア市が出版した『幼児の発見
―養護、教育、そして表象。ヴェネツィア1750年
〜1939年』（La Scoperta dell’Infanzia : cura, educazione
e rappresentazione, Venezia 1750-1939）に収めら
れており、ヴェネツィア市立古文書館所蔵の歴史資
料を用いてヴェネツィアの乳幼児保護と教育の歴史
とともに、ヴェネツィアの初期幼稚園設立にかか
わったピック、レーヴィ、そしてコンパレッティの
幼稚園導入について論述されており、豊かな史料を
用いて論じていることは興味深いが、時代を混同し
ていたり、史料を批判的に分析していないなどの残
念な部分も見受けられる。コンパレッティについて
は、「エーレナ・ラファロヴッチ・コンパレッティ
幼稚園」という節のなかで、イタリア人伯爵ドメニ
コ・コンパレッティとの結婚から1874年の幼稚園設
立、そして1880年代後半までを論じているが、1000
ワード余くらいの短い文章であることもあり、論じ
きれているとはいいがたい。
カンナレージョ地区の幼稚園・女子師範
学校の位置関係
前述したように、カンナレージョ地区には世界で
初めてゲットーと呼ばれるようになったユダヤ人居
住地が今も存在している。カンナレージョ地区は、
ヴェネツィア本島のカナル・グランデ（大運河）で
区切られた北の地域を指している（図）。
ヴェネツィア市立古文書館の前述の史料に記され
ている住所や大雑把な場所を示す言葉から、次頁の
地図で示す場所を仮定した。なぜ仮定なのかという
と、公文書史料に住所が書かれていても、そこに表
記されている通りの名称が現在では別の地区にある
など、確定できないものもがあったためである。
まず、（Ａ）エーレナ・ラファロヴッチ・コンパ
レッティ幼稚園である。設立者はコンパレッティと
ヴェネツィア市である。コンパレッティの寄付を資
金としてヴェネツィア市が市立（municipale）幼稚
園として設立した。幼稚園の開園日は1874年10月24
日である。公文書史料
7)
には、聖エレミア（San
Geremia）教会区のヴィヴァンテ邸（Villa Vivante）
と記録されているが、通りの名称 Calle del Forno
は、現在はサンタ・クローチェ（Santa Croce）教
会区にある。しかしながら、聖エレミア教会区の
ヴィヴァンテ邸を確認することができた。ヴィヴァ
ンテ邸は現在ヴェネツィア市の所有になっている
が、1873年当時は、エリア・ヴィヴァンテ（Elia
Vivante）の名前が、しばしば幼稚園設立に関する
会議録に記録されている
8)
ため、彼が当時の所有者
であったのかもしれない。ヴィヴァンテ家は、トリ
エステ出身の富裕なユダヤ人であったらしい。
（Ｂ）聖使徒幼稚園は、ピックとレーヴィが幼稚
園設立に向けて準備をし、1869年11月日レーヴィ
が開園した幼稚園である。この幼稚園は、聖使徒教
会区の Rio Terà dei Franceschi
9)
という通りにあっ
たとされており、現在も聖使徒教会広場から北に二
筋目にある東西に延びた通りとして存在している。
聖使徒幼稚園という名称は、教会区の名称にあや
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かったものと考えられるが、その通りの建物群に幼
稚園の跡を特定することはできなかった。
（Ｃ）ヴィットリーノ・ダ・フェルトレ幼稚園。
幼稚園の住所は、古文書館に保存されている恩物の
送り状の中に riva dellʼolio,178
10)
という住所を見る
ことができるが、この住所は現在存在していなかっ
た。フィリッピーニによると、この幼稚園は「リア
ルト（橋）の魚市場地域にある、カナル・グランデ
に面した美しい庭付きの小さな家｣
11)
であったとい
うため、この条件に合う地域を仮定として示した。
（D）前述したコンパレッティ幼稚園があった聖
エレミア教会区には、フランジーニ邸（Palazzo
Flangini）があり、その中で1867年創立の女子師範
学校（La Scuola Normale Femminile）があったと
されている。コンパレッティの寄付によるフレーベ
ル幼稚園教師養成コースとこの女子師範学校の関係
については後述する。
幼稚園開園までのコンパレッティとヴェ
ネツィア市との交渉
ヴェネツィア市立古文書館のコンパレッティ幼稚
園に関する一番古い記録は、1873年月23日の記録
に見ることができる。コンパレッティから市への寄
付の申し出があり、その目的は、無償幼稚園、およ
び幼稚園教師か教師のための師範学校の創設である
ことを、ヴェネツィア市長に報告している
12)
。正式
には、1873年月15日ヴェネツィア市議会でコンパ
レッティの寄付が承認され、月10日ヴェネツィア
県議会によって正式に承認されたものが月29日勅
令（decreto reale）として発布された
13)
。ヴェネ
ツィア市長は月14日付でピック、コロミアッティ
（Michele Colomiatti、ヴェローナ女子師範学校長）、
都市学校視学官コーデモ（Codemo）、ヴェネツィ
ア女子師範学校長アヴェッリ（Avelli）に、この幼
稚園設立プロジェクトへの援助を依頼する手紙を
送っている
14)
。
月になると、幼稚園のプロジェクトが具体化す
る。月日付ヴェネツィア市の文書によると、幼
稚園と幼稚園教師養成コースの予算を、子ども用の
椅子や家具、園芸用の道具、園長・教師・用務員の
給与、建物と庭の賃料、メンテナンス代、ストーブ
と薪などの概算を立てている
15)
。
月には公証人サルトーリ（Giuseppe Sartori）
を立て、1873年10月16日には、コンパレッティおよ
び夫ドメニコ・コンパレッティの代理人と、ヴェネ
ツィア市の間に正式な契約を結んだ。一連の契約書
の写しがヴェネツィア市に保存されており、内容の
概略は以下の通りである
16)
。
イタリア国王ヴィットーリオ・エマヌエーレ世
（Vittorio EmanueleⅡ）への献辞
・無償のフレーベル幼稚園を創設し、後世まで永続
ヴェネツィアのユダヤ人コミュニティにおける初期幼稚園 27
図 カンナレージョ地区
ゲットー (B)聖使徒幼稚園
(A)エーレナ・ラファロヴッチ
コンパレッティ幼稚園
(C)ヴットリーノ・ダ・
フェルトレ幼稚園
(D)女子師範学校
https://www.thinglink.com/scene/890680233173188610
させること
・ヴェネツィアの女子師範学校に幼児教育者養成
コースを開設すること。国が同様の幼児教育者
コースを創設するまで、ヴェネツィア市は運営を
継続させなければならないこと
・幼稚園は、男女児のための永続的な市立幼稚園で
あること
・前述の目的のためにコンパレッティが永続的に市
に寄付する年4000リラは、あらゆる経済的悪化か
ら守られ、幼稚園を保護すること
・エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティの
名前を永久に幼稚園の名称とすること
・ヴェネツィア市は以上のことを実施する義務を負
うこと
・教師養成のシステムとプログラムを提案する権利
はコンパレッティにあること
・園長を任命する権利はコンパレッティにあること
・幼稚園は宗教に中立であること
17)
この他にも寄付に同意する契約や、寄付の支払
い、契約の立会人の氏名や住所などが書かれた文書
の中に、ヴィットーリオ・エマヌエーレのサインと
ランツァ（G.Lanza）の印があるものが存在する。
それはヴェネツィア市議会（1873年月15日）の審
議を受けて、ヴェネツィア市が、コンパレッティの
寄付4000リラによって、幼稚園と幼稚園教師養成校
を創設するという内務大臣の提案を受け入れる形に
なっている。末尾に「ローマ1873年月29日」とあ
り前述の人の署名がある。首都ローマで国王
ヴィットーリオ・エマヌエーレとイタリア王国首相
ランツァがサインしたということは、国に認められ
たということを意味し、サインの日付と勅令の日付
が同じであるため、このサインによって正式な勅令
となったということが考えられる。
4000リラは当時のヴェネツィアの貨幣価値で、家
を一軒借りて十分に生活できる費用であったとい
う
18)
。また市との正式な契約書の中に、「資金は十
分にある。｣
19)
と記録されている。実際はヴェネツィ
ア市に寄付する資金源となったイタリア公債92.200
リラのうち、満了した％の利子610リラをつけて、
4610リラをヴェネツィア市に現金で手渡し（dono
manuale）た
20)
。「手渡し」という語がヴェネツィ
ア市の文書のあちこちに見受けられるが、手渡しに
こだわったのは、贈与に税金がかからなかったため
のようである。
年度が変わって1874年（文書には年号が書かれて
いないが、前後の文書や文脈から1874年と考えられ
る）になると、コンパレッティがフィレンツェから
ヴェネツィア市に宛てた月11日付の手紙に、幼稚
園設立の候補地（ヴィヴァンテ邸）を市が見つけて
くれたことへのお礼と、園長が学校に住む場合の条
件を教えてほしいと書かれており
21)
、これに対して
ヴェネツィア市は、園長が学校に住むことは含めず
に年俸を1100〜1200リラとすることを提案してい
る
22)
。
1874年10月になると幼稚園設立に向けて様々な準
備が活発化していく。10月日付ヴェネツィア市の
「エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ幼
稚園開園」という題目の文書には、開園日は10月23
日を予定することが市議会決議で可決されたとあ
る
23)
。10月23日の下には15日と書かれ、斜線で消さ
れている。この後、開園日は24日になるが、その理
由はヴェネツィア市の文書のどこにも書かれていな
い。10月日のヴェネツィア県学校評議会
（Consiglio provinciale scolastica）の文書には、学
校評議会が幼稚園を認可し、同時に公教育省が、女
子師範学校に幼稚園教師養成を行うコースを開くこ
とを認可したと記されている
24)
。
1874年10月10日には、幼稚園の園児募集のための
ポスター試案が市で決められている。内容は、開園
時間は朝時〜夕方時半、募集する園児は歳〜
歳、ワクチン接種済の証明書、伝染病を持ってい
ないという医者の証明書、開園日は市民歴に定めら
れた休日以外のすべての日、秋・冬の開園時間は午
前時〜午後時半である25)。18日の文書には招待
状のサンプルがある
26)
。19日の文書には、ヴェネ
ツィア本島各区の慈善委員会に向けて幼稚園の開園
の告知を行うことが記されている
27)
。インク染みや
筆跡などから正確な日付を読み取ることができない
が、おそらく同時期に聖エレミア男子学校長、聖
フェリーチェ男子学校長、聖エレミア女子学校長、
聖使徒女子学校長、これらの学校の生徒の家族、公
立学校、寄宿学校、市のすべての新聞社やイタリア
中の新聞社を幼稚園開会式に招待することと、カン
ナレージョ付近に貼る大きなポスターを準備するこ
とについて書かれている
28)
。そしてコンパレッティ
に招待状を送り
29)
、さらに72人の招待客の住所に至
急招待状を送るようにと、72人の招待状リストが添
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付されている。それは、視学官や女子師範学校、男
女別の中学校や高校、技術学校、ろうあ学校、慈善
幼児学校、ヴェネツィア大学（ateneo）、美術アカ
デミー等さまざまな学校種の校長、イタリア最初の
聖使徒幼稚園を設立したレーヴィ、各界の名士、
Stampa, Tempio, Gazzetta di Venezia, Veneto
Cattolico などの新聞社、そして文字の上をペンで
消したインク跡があるため断定はできないが、皇女
エリザベッタ（エリザベート）という文字を見るこ
とができる
30)
。
1874年10月からの市の文書のほとんどに「至急」
（Urgente）「大至急」（Urgentissimo）という文字
が書かれ、10月24日の開園を控えて慌てて招待状や
開園準備にかかった様子が見て取れる。
開園式日前の10月22日、リングラーは市へ要望
書を提出している。入園希望者が少なかったのか、
「入園者リストを見ましたが、各家庭が幼稚園のイ
ンフォメーションを受け取る時間があるよう、（筆
者注：園児募集〆切を）今月末まで伸ばしてほしい
です。そうしていただけると子どもたちは11月日
から幼稚園に通うことになるでしょう。｣
31)
と書いて
いる。10月24日の文書によると、ヴェネツィア市は
リングラーの要望に応えて、幼稚園開園宣伝の依頼
をした新聞社のリストと、幼稚園開園の通知および
入園手続きを11月日まで伸ばしたことを報告して
いる
32)
。
10月22日の市の記録によると、開園式のため式場
となる大教室は飾り付けられ
33)
、その後、開園式は
盛大に行われたことが推測される。
幼稚園の整備
．建物
幼稚園の建物の整備は1874年月から行われ始め
た。
1874年月20日ヴェネツィア市のエンジニア長か
ら市議会に宛てた報告書に、ヴィヴァンテ邸の庭を
師範学校と寄宿舎、そして幼稚園に割り当てること
や、その整備のための合計金額、植木は月には
（筆者注：暑さのため）無理なので季節を見極めな
がら地ならしなどをし、月〜11月に終わるだろう
と書いている
34)
。園庭は幼稚園にとって重要なアイ
テムのため、次の節で詳細を述べる。
建物の整備については月頃から始まり、水を供
給するための水道と蛇口、洗面台の設置、幼稚園の
看板、教室などの床の整備が行われた。ヴィヴァン
テ邸は、もともと邸内に水道が引かれていなかった
ようで、「子どもたちを受け入れ、教師や用務員が
掃除するため｣
35)
水道が邸内に引かれたようである。
幼稚園の看板は1.54×1.25 m のモミ材で亜鉛で裏
打ちされ、雨除けのためのカバーが施されていた。
そこにはヴェネツィア市の紋章が入れられ「エーレ
ナ・ラファロヴッチ・コンパレッティ幼稚園 1106
番地」と記された。この他に、「幼稚園入口」の看
板や、幼稚園までの道筋を示す看板も作られた
36)
。
教室の床については、見積書
37)
を見ると、部屋は
つありそれぞれ大きさは①8.10×12.50 m、②8.00
×9.50 m、③8.00×9.50 m、④8.00×10.00 m で
あり、第の部屋は庭に面し、第の部屋は入り口
の廊下に面していた。第と第の部屋には特に書
かれていないがつは同じ面積であり、幼稚園のク
ラスは年少と年長のクラスに分けられたため、こ
の第と第の部屋が保育室になったと考えられ
る。いずれにしてもこれらつの部屋すべての床が
桜木色に塗られた。
10月24日を開園日に設定していたのにかかわら
ず、建物の整備を月から始め（見積もりを取り始
め）、その見積もりに対して市が値切るため、業者
が割に合わないと断る業者が出て業者が変わるな
ど
38)
、整備が遅れ遅れになっていたことが見受けら
れる。
保育がはじまった11月になって、園長リングラー
から、幼稚園の窓の閉まりが悪いため冬までに修理
してほしいという要望や、大教室の雨漏り、幼稚園
の入り口の鐘が遠すぎて聞こえないなどの苦情を市
に出している
39)
。
．園庭
園庭はフレーベル幼稚園のシンボルである。園庭
については建物の整備と同様、業者は施行料を値切
られているが、見積もりを見ると、幼稚園に植樹さ
れた樹木や植物の種類の豊富さから、庭が子どもた
ちに与える影響や保育における庭の重要性を大事に
していることが見て取れる。
まず、1874年月にはヴィヴァンテ邸の庭を師範
学校と分けるため区画整理をし、大きい区画を女子
師範学校が、草地のある小さい長方形の区画を幼稚
園の庭にあてられた
40)
。幼稚園には植木の他に鉄の
パーゴラも見積りに入れられ、女子師範学校のため
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の植木等を含め庭の整備に2172.63リラ、幼稚園が
植栽と鉄のパーゴラで1049.28リラ、両方で合計
3221.90リラの見積り
41)
が月に市に提出されたが、
この案に対して市のエンジニアから鉄製のパーゴラ
は費用がかかりすぎるため許可できないこと、数年
後に日陰を作らないような若木は避けるべきである
との見解が市に提出された
42)
。
市のエンジニアは、市の条例で決めた総額を上回
ることがないよう、庭の整備プロジェクトを縮小す
るよう市に要請し
43)
、それに従って庭が整備され
た。庭師が準備した植木リストを見ると、多種多様
な実のなる木、落葉樹、常緑樹、花が咲く木が、そ
れぞれ成長した木と苗木を取り混ぜられている。ま
た、糸杉を140本購入し、120本は幼稚園の生垣に、
20本はピックの幼稚園に植えられた。青いペンで、
この糸杉は必要以上に多く、庭が窮屈になってしま
うのではないか、と疑問を呈した走り書きがある
が
44)
、労働者たちの細かい作業表（月27日から10
月25日までを週に分け、日人から人の庭師
の名前と労働時間および賃金が書き込まれてい
る)
45)
と、支払済の記述があるため、これらの作業
は行われたと考えられる。また、市のエンジニアの
計らいで労働者に水が与えられたため、雨の中でも
仕事を中断せずに働かなければならなかったと苦情
めいた所見が書かれている
46)
。そして11月に入ると
日照りの日が続き、幼稚園に植える予定の植物が枯
れそうになったため、植物への給水のための木製の
桶や作業をする労働者などに追加の費用がかかって
いる
47)
。
．教具・教材
フレーベル恩物については、ミュンヘンの
「ヒューゴ・ブレッチ社：フレーベルの遊びと作業
の工場と倉庫」（Fabrik und Lager Froebelʼscher
Spiel‒und Beschäftigungs‒Mittel von Hugo
Bretsch）の10月日付ドイツ語の注文伝票48)のよ
うなものがあり、宛名がピック教授となっているた
め、ドイツ語が堪能なピックがコンパレッティに代
わって注文したようである。注文内容は、コンパ
レッティが10月31日、園長リングラーに宛てた手紙
の中で注文した品物を伝えている。第恩物が
箱、第恩物が80箱、第恩物が80箱、第と第
恩物が箱ずつ、三角形の箱個、小さな棒20束、
キルティング刺繍（trapunto）の針96本、木製の織
物針本、織物用の小箱つ、同じく中箱つと大
箱つ、デザインとキルティング刺繍の本96冊、（子
ども用の小さな）黒板80台、粘土作業用の板80枚で
ある
49)
。11月19日付のピックの手紙に、恩物の購入
に課税されたことについて事務局長（市の事務局長
なのかは不明）に宛てた手紙の裏面に、注文した恩
物その他のリストが走り書きされているが
50)
、個数
と内容が前述のコンパレッティの手紙と一致しない
ものがあり、不可解なところが残る。また、ピック
が恩物などを注文する内容を主導的に決めたのか、
コンパレッティ夫人が決めたものをピックに注文を
依頼したのかは文書では触れられていない。
鉄道による送り状や税関での申請書にはドイツ語
とイタリア語が併記され、送り状の側面には「ジ
ラール兄弟商店ミュンヘン（バイエルン）」
（Agenzia Commerciale GIRARD FRATELLI,
Monaco（Baviera））と大きく書かれており、ミュ
ンヘンでイタリアに向けての荷物を請け負う業者で
はないかと推測される。荷物はミュンヘンから10月
13日に送られ
51)
、10月 17日にクフシュタイン
（Kufstein）、そしてブレンナー（Brenner）峠を通っ
て
52)
、10月24日ヴェネツィアのサンタ・ルチアで税
関止めとなった
53)
。当初市が予定していた恩物等の
教材代だけでなく関税がかかることがわかり、市役
所とピックとの間で支払いをめぐってやり取りが
あったが、市は追加費用を支払い、無事コンパレッ
ティ幼稚園は恩物を受け取ることができた。追加費
用は、送料と関税を合わせて、当時のオーストリ
ア・ハンガリー帝国通貨プロイセン・タレル44.2
（イタリア・リラの金貨で3.75リラ、通常硬貨で
22.25リラ以上）であったと書かれている
54)
。
11月日、園長リングラーから市役所に向けて、
届いた恩物だけでは教育するのに足りず、さらに13
種類の教材を請求している。それらは、折り紙と切
り紙のための紙500枚、切り紙のためのハサミ40丁、
黒板のためのチョーク200個と描画のためのチョー
ク50個、小さな棒80束、読み書きの本40冊、黒板消
し80個、浮き彫り付きの皿80枚
55)
、ゴム付きビン
個、刺繍（Ricamo）やキルティング刺繍のための
厚紙、刺繍や毛糸編みのための針80本、子どものた
めの織物や刺繍を保存するカバー枚、織物や刺繍
を入れる箱つ、記録表（Registro dʼappello）冊
である
56)
。
その他にも、銀のプレートつきでオクターヴあ
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る可動式リードオルガン
57)
、100個の球を作るため
のコルク、未加工の羊毛、色付きの羊毛（赤、オレ
ンジ、黄色、紫、青、緑)
58)
、木製の編物針200本
59)
、
アコーデオンを入れる箱
60)
、500枚の吸収紙、正方
形の紙、キルティング刺繍のための紙、壁にかける
名称練習（nomenclatura）のための取っ手、歌唱
指導のための音楽の本
61)
等も市に要望している。ド
イツに注文した恩物の中に第恩物がなかったの
は、上記の色付き羊毛で100個の球を作ることで第
恩物に代えていたのではないかと推測される。
．備品
ヴェネツィア市は、教師の机や椅子、子どもたち
のベンチ、机、椅子、棚などの製作を請け負う業者
を入札で決めた。入札告示のポスターには、月19
日午前10時から入札を行うこと、条件はカンナレー
ジョ地区のヴィヴァンテ邸にあるコンパレッティ幼
稚園のベンチや机、椅子などを1890リラで製作する
こと、支払いは仕事の完成時と承認後の回に分け
て支払われること、入札方式はヴァージン・キャン
ドル方式で行うことなどが書かれている。ヴァージ
ン・キャンドル方式とは、本目のキャンドルに火
を付けた後、本目のキャンドルの火が消えるまで
に、より低い値段に手を挙げたものに決定されると
いう方式である。本目のキャンドルの火が消える
までに誰も入札がなければ、その日の入札は終了し
別の日が新たに設定される。回目の入札は合意に
到らなかったのか、そのあと都度、入札告示の新し
いポスターが貼られ、24日と28日にも行われ、よう
やく回目にフランチェスコ・ピアンティーニ
（Francesco Piantini）が1299リラで請け負うことに
なった
62)
。実はこれには裏取引があったようで、
月21日ピアンティーニは市長に20％以上の値引きを
すると約束していたようである
63)
。 ヴェネツィア
市とピアンティーニ氏は、月日に支払いの規定
や仕事の内容について契約を結んでいる
64)
。
その他の日常的な備品の注文として、ブリキの持
ち手がついているガラスのコップ12個、大きなスポ
ンジつ、子どもの胸当て12枚。靴のブラシつ、
葦のほうき12本、服用のブラシ本65)、（筆者注：
窓のための）目隠しカーテン、子ども用タオル、そ
して机・椅子・インクなどは市にあるものを使う
66)
と書かれている。その他にエプロン56枚、タオル45
枚、スプーン12本、フォーク12本、コップ12個
67)
イ
タリア国王の肖像画、呼び鈴、温度計、ろうそく、
1874年度のカレンダー、祈っている子どもの像
68)
が
注文されている。
園長のリングラーによると、園長室にはイタリア
国王の肖像画、クルミ材の背もたれ、用務員室につ
ながる呼び鈴、真鍮の印章、温度計。文具用品とし
て、罫線入りの用紙100枚、定規、はさみ、封蝋、
骨製ペーパーナイフ、ろうそく箱、包装紙50枚、
紐玉、細い紐玉、鉛筆削り、カレンダー、グレー
の羊毛キロ、赤・オレンジ・黄色・紫・青・緑の
毛糸半キロ、コルク100片。これら羊毛とコルク片
は、前節の文書の中に出てきた100個の球を作るた
めの材料と思われる。つの保育室にはそれぞれ温
度計を、ホールには、イタリア国王の肖像画、名称
練習の壁掛け、時計、祈る子ども像、ガラスのイン
ク壺、掃除用の大きなスポンジ、蓋つきの壺、ブリ
キの容器つ、便器つ、せっけん24個、長靴用ブ
ラシつを、用務員室には、コップを洗うための桶、
床掃除用の桶、麻縄12本
69)
の備品を計画していた。
10月になると、注文した品物が続々と幼稚園に届
いたようで、リングラーが受け取りのサインをした
文書が見ることができる。10月日、ソファやいす
の受け取りに、リングラーが署名
70)
。10月15日、
カーテン、インク壺、井戸のためのコップ、タオル
にリングラーの署名
71)
。10月20日、市の紋章と幼稚
園の銘入りの真鍮の幼稚園印の受け取りにリング
ラーの署名
72)
。10月24日、時計（まかずに日間動
き、30分ごとに音が鳴る年保証のフランス製の四
角く黒いフレームの掛け時計）の受け取りに、リン
グラーの署名
73)
。10月26日、子ども用インク24個、
エプロンと石鹸を入れるブリキの引き出しつ、石
鹸24個、チョーク24個、ほうき本、スポンジ個、
長靴用ブラシ個、麻布12枚、便器つをリング
ラーが注文し
74)
、受け取りの書面の園長と書かれた
ところにエリーザ・コンテ（Elisa Conte）のサイン
がある
75)
。コンテという女性が園長代理としてなぜ
受け取りのサインをしたのか、この女性については
1874年までの文書の中では不明である。
．人材
「園長を決める権利」については、コンパレッティ
とヴェネツィア市の契約に示されたようにコンパ
レッティにあった。ピックの研究者ガスパリーニに
よると、コンパレッティはヴェネツィア市と契約を
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結ぶときにすでに園長候補者を考えていたとある
が
76)
、根拠となる文献が示されていないため、その
真偽のほどは不明である。市の公文書には10月の初
めころに、園長の募集をしたと思われる文書
77)
があ
り、数人エントリーしたような文書もあるが、文書
の文字が読み取れない部分が多く推測の域を出な
い。そのためどのような経緯でコンパレッティがマ
リア・リングラーを見出し、また園長に決めたのか
は書かれておらず、また、コンパレッティの書簡に
リングラーの名前を見出すことができず、現在のと
ころ不明である。コンパレッティは、すでにフィレ
ンツェでマーレンホルツとベルドシェック
（Martha Berduschek）と出会っており、またシュ
ワーベ（Julie Salis‒Schwabe 1818-1896）やグール
ド（Emily Bliss Gould, 1822-1875）とも知り合いに
なっているため
78)
、この知り合い関係から紹介を受
けたことも考えられる。
幼稚園の用務員（custode）として、アンナ・ケ
ラー・ラグジン（Anna Koller Ragusin）という女
性を入れることになった。彼女は、幼稚園に住まわ
せてもらえるなら家賃の補償金か月10リラで合意
するが、もしそれができず外に部屋を探さなければ
ならないなら増額してほしいと市に嘆願している。
「幼稚園に住めるなら自分の職務に専念することが
でき、子どもの要求にこたえて食事も提供できま
す｣
79)
と書いている。幼稚園での間借りが一旦許可
されたものの、修復中で季節によっては住める状態
ではなく、また隣接する女子師範学校の寄宿舎も不
便ということで、結果的には家具付きの部屋がある
小学校の管理室に落ち着いた
80)
。リングラーは、宛
先はわからないが、「彼女は責任をもって仕事を遂
行するでしょう。｣
81)
と手紙を書いている。
幼稚園の補助教員（maestra assistente）につい
ても募集を出したと思われる文書
82)
が残っている
が、上記の園長募集同様推測の域を出ない。12月14
日リングラーの紹介で、小学校教員免許を持ってい
るアマーリア・コノール（Amalia Conor）を見習
いとして入れた。リングラーは、彼女にとっても幼
稚園にとっても利益があるだろうと綴り
83)
、その後
正式にコノールは市で承認されている
84)
。
コンパレッティの筆跡のような覚書（日付なし）
には、園長の年俸は少なくとも1200リラ・冬は時
から16時半で夏は18時半から15時半・母親が仕事に
行くときに子どもを一人にしないことが大事である
こと・子どもは年齢でつのクラスに分けられ性別
ではないこと・年間を通して幼稚園教師のための
コースを固定しなければならない
85)
とランダムに綴
られている。
．幼稚園のプログラム
リングラーは1874年10月15日、幼稚園のプログラ
ムを市に提出した
86)
。そこでリングラーはまず、全
体のプログラムは、子どもの最初のステップを注意
深く観察することから始まり、真実の光に向かって
開かれたばかりの柔らかな心（tenere menti）を虚
偽の考えや悪い思いから守り、後に学校でしっかり
とした実り多い教育を受けることができるよう心と
能力を育てるのだと記している。そして、フレーベ
ル恩物がこの素晴らしい教育目的に導くのだとし
て、フレーベル恩物と手技の説明に移っている。
この幼稚園ではどのような恩物や手技を行ってい
たのか（行おうとしていたのか）。また独自の教材
があったのかを知るために以下に概要を列挙する。
恩物（i doni）
第恩物、色の基本的な色のついたつの球。
第恩物、球、立方体、円柱の箱。
第恩物、つの小さな立方体に分割できる立方
体の箱。
第恩物、子どもたちがレンガと呼んでいる平行
六面体つに分割できる立方体の箱。
第恩物、第恩物の発展形。立方体を27個の立
方体に分割し、そのうちつを斜めにつの部分
に分割し、つをつの部分に分割して三角形の
プリズムを形成する。
第恩物、第恩物の発展形。立方体を27個のレ
ンガに分割し、そのうちつは縦に切られて四角
柱の形を作り、つは横に切られており、その二
つが重なると小さな立方体になる。
第恩物、小さな板（palconcelli）。計算をした
り、きれいな形を作る。
第恩物、小さな棒。計算をする。
作業（i lavori）
ａ．織る（tessitura）。織物屋さんをまねて紙で
織る。
ｂ．刺繍（ricamo）。紙に穴をあけて刺繍をする。
最初は縦横の刺繍。そのあとは図柄を刺繍する。
ｃ．描画（disegno）。最初は線で図柄を描き、そ
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のあとは自由にイメージして描く。
ｄ．折り紙（piegatura）。いろいろなものや星を
折る。
ｅ．切り紙（frastaglio）。ハサミで切った紙を色
紙の上に置く。左右対称にする。
ｆ．ビーズ玉（perle）。ネックレス、タオル掛け、
本のしおりなどを作る。
ｇ．粘土（creta）。好きなオブジェを作る。
その他
会話から概念の認識。道徳のためのお話。歌。体
操。ゲーム。歳では読み書き。教室での授業と
庭での休憩を交互に。
花壇での栽培。身の回りの動物や鉱物の説明。身
体や身なりの清潔を教える。以上のことは小学校
への準備。
愛情のある教育。子どもたちは家庭的な養育を受
け、幼稚園に来るのが楽しみになる。
10月21日、市がリングラーのプログラムを承認し
た記録がある。そこには、リングラーのプログラム
はフレーベルシステムがちゃんと適用されており、
彼女は専門家であり、子どもに有益なこともわかっ
ているだろう、と書かれている
87)
。
アドルフォ・ピックのコンパレッティ幼
稚園への関わり
アドルフォ・ピックは、前述したようにイタリア
最初の幼稚園設立にかかわった人物である。ピック
とコンパレッティの出会いは、コンパレッティから
の手紙に始まる。1872年月27日婚家のあるピサか
ら送っている。「見も知らぬあなた様に手紙をした
ためることをお許しください｣
88)
という文章から始
まっている。そして、幼稚園にとても興味があり、
イタリア中に幼稚園が普及することを望んでいるこ
と、新しいことを始めるにはいつも困難が付きまと
いピサは新しいことに対して無関心で敵対心を持っ
ていること、そしてヴェネツィアの幼稚園について
詳細を知りたいと綴っている。
月末にはヴェネツィアを訪れ、おそらくピック
の幼稚園を訪問している
89)
。その後、ミュンヘンの
幼稚園を見学したり、ゴータのケラーの養成校に参
加したりし、フレーベル教育や幼稚園についての理
解を深めていった。これらの経験について、ピック
に報告し信頼を深めていく中で、コンパレッティ
は、ピックに新しい幼稚園と幼稚園教師養成コース
の立ち上げを委ねようとした。しかしピックは公立
として幼稚園と養成コースを立ち上げることを勧め
た
90)
。そこからこの論文の主題である公立幼稚園プ
ロジェクトが始まったのだった。
ヴェネツィア市の公文書から見て取れるのは、こ
のプロジェクトにおけるピックの活躍である。前述
したように、ヴェネツィア市からピックに対して幼
稚園設立プロジェクトに力を貸してほしいという依
頼があったが、同時に依頼されていた人物の中で一
番幼稚園設立プロジェクトにかかわっていたのが
ピックであったと言える。文書の中にはピックの名
前がしばしば登場している。それは、市が立案した
幼稚園設立のための予算配分をピックが確認した
り
91)
、水道整備について、市が「ピック教授が指摘
したように」配管設備が必要だと書き留めていた
り
92)
など、随所にピックの意見が反映されていたこ
とがわかる。
その他には、恩物のドイツへの注文、そしてコン
パレッティが幼稚園と同時に創設したフレーベル幼
稚園教師養成コースで、フレーベルの理論と実践に
ついて講義するようヴェネツィア市から依頼を受け
ている
93)
。
リングラー園長が市に、ピックの幼稚園のために
「歌を教えるためのマニュアル」と「フレーベル恩
物 メロディーの花」の楽譜を所望したり
94)
、コン
パレッティ幼稚園の生け垣にするために仕入れた糸
杉140本の内20本を、市がピックの幼稚園に回した
り
95)
などのことがされている。ピックの貢献に対し
ての、市やコンパレティからの謝礼のようなもの
だったのかもしれない。
以上のようにピックのコンパレッティ幼稚園設立
に関する貢献は様々な形があるが、一番大きな功績
は、コンパレッティ幼稚園と幼稚園教員養成コース
の規定の枠組み作りをしたことであろう。この規定
については、紙面の都合上、稿を改めて論じる。
まとめと今後の課題
以上のように、ヴェネツィア市立古文書館に保存
されていた1873年と1874年の公文書から、ユダヤ人
コミュニティの中でイタリア最初の公立幼稚園であ
るコンパレッティ幼稚園が設立までにどのような動
きがあったのかを明らかにした。
その中には、今まで知られていなかった新たな発
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見や疑問、そして時代を映すような事柄がある。ラ
ンダムではあるが以下にまとめとして書き留める。
・幼稚園をヴィヴァンテ邸に開設することは市から
の提案だったこと
前述したようにヴィヴァンテ家はトリエステを
ルーツとする著名なユダヤ人である。ヴィヴァンテ
邸を幼稚園に活用することは、ピック等を通したユ
ダヤ人ネットワークの中で紹介されたのではないか
と仮説を立てていたが、ヴェネツィア市からの提案
であることが分かった。
・幼稚園の机や椅子などの製作業者を決めるのに入
札が行われたこと
現在では公的な事業を行う際、複数の業者が入札
するのは当たり前のことであるが、1870年代から入
札が行われていた事実は興味深いものであった。同
じヴェネト州に属するヴェローナでは、同時期に数
多くの幼稚園を創設したが、幼稚園の株を販売した
り寄付を募ったりという方法を採っていた。
・幼稚園開設に向けて準備の走り出しが遅く、開園
式後も足りない恩物や備品があり、建物も完全に
修理されていなかったこと
開園日を10月24日としていたにかかわらず、動き
出したのが、庭の整備が月、机・椅子などの製作
の入札月、建物整備と水道設備の工事が月、恩
物など教材の注文、招待状の送付、開園のお知らせ、
園児募集が10月であった。実際子どもたちが登園し
始めるのは11月日になってからであるが、子ども
たちが登園するようになってからも建物の不具合や
教材の不足があったことは既述した。1873年10月16
日に公証人を立ててヴェネツィア市が正式の契約を
結んだ文書に、「1874年10月15日までに幼稚園設立
に向けての活動を始めなければ寄付は失効する｣
96)
と書かれており、またヴェネツィア市の文書には
1874年10月ごろになると頻繁に「至急」「大至急」
と目立つように青鉛筆で大きく書かれており、入園
式までか月を切り土壇場で動いたように見受けら
れる。
・夫の承認がなければ、4000リラの寄付や、恩物の
通関税などを払うことができなかったこと
ヴェネツィア市への4000リラの寄付は、婚家であ
るコンパレッティ家や夫やのものではなく、コンパ
レッティ夫人の父レオン・ラファロヴィッチからの
贈与であった。しかしながら夫ドメニコの承認が必
要であったことだけでなく、ミュンヘンから取り寄
せた恩物の送料や通関税を支払うのも夫の許可が必
要であった。
・ヴェネツィア市が幼稚園設立プロジェクトについ
て、アドヴァイスなどの支援をコロミアッティに
も依頼していたこと
神父でもありヴェローナ女子師範学校長でもあっ
たコロミアッティは、ピックが最初に幼稚園設立に
関わった聖使徒幼稚園（1869年11月日）と同時期
に、ヴェローナ女子師範学校附属幼稚園（1869年12
月）を創設している。ヴェネツィア市長がピックに
宛てたプロジェクトへの参加依頼文書には、「騎士
ミケーレ・コロミアッティ、都市学校視学官である
騎士コーデモ、そして女子師範学校長である騎士ア
ヴェッリにも同様にお願いしました。」とあり、コ
ロミアッティには「騎士」という称号だけしか書か
れていない。依頼した人物の筆頭に書かれているこ
とと、わざわざ「ヴェローナ女子師範学校校長」と
書かなくてもコロミアッティがどのような人物であ
るのかはヴェネツィアでも周知のことであったと考
えられる。一時期、双方が関わっている幼稚園の開
園日をめぐって、ピックとコロミアッティの間に
ちょっとした争いがあったとされているが
97)
、これ
以降、コロミアッティの名前は1874年までのヴェネ
ツィア市の文書に登場しないため、コロミアッティ
がヴェネツィア市やピックとどのような関係があっ
たのかは不明である。
・コンパレッティの寄付で創設されたフレーベル幼
稚園教師養成コースは、聖エレミア教会区にある
フランジーニ邸（Palazzo Flangini）の中に創設
されたのか？
ヴェネツィア市が、1973年12月31日女子師範学校
長に宛てた手紙に、コンパレッティの寄付による幼
稚園の設立と、「我々の女子師範学校」（la nostra
scuola normale femminile)
98)
にフレーベルの特別な
コースを準備するとある。市の公文書にはこの女子
師範学校が via provvisoria にあると書かれた文
書
99)
はあるがこの通りの名前は今日存在しない。ま
た、文書には「ヴェネツィアの女子師範学校」とい
う表記はあるが建物名が書かれた文書はなく、フラ
ンジーニ邸の女子師範学校に幼稚園教師養成コース
が開設されたとの確定は難しい。しかしながら次の
理由から女子師範学校がフランジーニ邸にあったと
仮定する。①フランジーニ邸は聖エレミア教会区に
あり、幼稚園と地理的に近接しているため、幼稚園
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とフランジーニ邸の間にある庭を分割するというこ
とは可能性があること、②1867年からフランジーニ
邸にすでに女子師範学校があったこと
100)
、③当時
のヴェネト州はまだオーストリア＝ハンガリー帝国
の法律の影響を受けており
101)
、女子師範学校には
実習校として附属幼稚園を設けなければならないと
されていたため、女子師範学校の附属幼稚園とする
ことはヴェネツィア市にとって好都合であったであ
ろうことである。
・市は幼稚園より女子師範学校を重視していたの
か？
コンパレッティから寄付があった当初、市の文書
に書かれた双方の施設の順番は、幼稚園、女子
師範学校の順であったが、徐々に女子師範学校が先
に書かれ、女子師範学校のために庭を大きく取った
り、幼稚園よりも師範学校にかける金額も大きく
なっていくなど
102)
、市が女子師範学校をより重視
するようになっていく様子が見受けられる。これに
は、上述したオーストリア＝ハンガリー帝国の法律
が影響しているのではないかと考える。
・幼稚園の保育内容に恩物や作業だけでなく、名称
練習や読み書きがあったこと
幼稚園開園のため買い揃えた教材の中に、名称練
習のための壁掛けがあったり、そしてリングラーが
ヴェネツィア市に提出した幼稚園のプロブラムの中
に歳児での読み書きが入っていた。特に市立で
あったことから、国の政策（言語の統一）を受けた
ものであったのではないかと思われる
103)
。
・文書には幼稚園（Giardino dʼInfanzia）と正式に
記載されるのではなく、託児所（Asilo）や幼児
学校（Scuola dʼInfanzia）と表記されていること
が多かったこと
コンパレッティは自らの幼稚園が、託児所や幼児
学校と呼ばれるのを嫌がっていた
104)
。イタリアの
幼児教育の歴史を見ると、これらの呼び方は幼稚園
が導入される前の幼児教育施設の総称であり、それ
らとは違う近代的な幼児教育施設であるという誇り
をコンパレッティは持っていたと思われるが、市の
認識の中に幼児教育施設の呼称についての特段の思
いや区別はなかったのであろう。
今後の課題として、以上に示した今回の研究から
出た疑問も含め、ウーディネ市の古文書館に収めら
れているピックの文書を中心に調査し、この時代に
幼稚園設立に関わったユダヤ人ネットワークをさら
に明らかにしたいと考えている。
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